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M&Aと知的資産（知的財産）の関係

総資産 負債

純資産額

②将来のキャッシュ・フローを
考慮した場合の純資産の増分

③買収による価値の増分

・規模の経済効果

・ 経費削減 ・・・etc

①在庫や土地等の他の有形
資産の含み益相当額買収価額

買収ターゲット企業のバランスシート

継続企業価値

M&Aを前提としない、買
収ターゲットの企業価値

M&Aを前提とした、
シナジー効果も含
む買収後の価値

将来のキャッシュフロー

等を考慮した価値

総資産

（含み益調整後）

超過収益力

含み益

シナジー効果

知的資産（知的財産）の主たる源泉



ネームバリュー

製造

機能

デザイン

営業ノウハウ

・
・
・

資材調達

・
・
・

超過
収益力

純資産
（含み損
益調整
後）

純資産

コスト優位性

価格優位性

知的財産 ﾊﾞﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
超過収益力の

要因

A 事業A 事業

事業・製品

A 事業B 事業

A 事業

・
・
・
・
・
・

技術力
（特許権等）

ブランド
（商標権等）

デザイン
（意匠権等）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

バリュードライバー分析の例

出所：旬刊経理情報（2008.5．10・20 No1182）に基づき一部加筆

価値破壊要素：権利侵害、他社の類似知財の存在、風評リスク等



知的資産（知的財産）と企業価値とのつながり

‐インプリケーション（利益の方程式の見える化）‐

企画・設計 購買 製造 販売 損益

製造能力

歩留率
XX%改善

粗利率
Xx%改善

XXXXXXXX ブランド・ロイヤルティ

リピート率
XX%改善

売上高
Xx%改善

xx率
XX%改善

xx率
XX%改善

営業利益率
Xx%改善

営業利益率
Xx%改善

企業価値への貢献

知財

KPI

 企業の主要なバリューチェーンの各要素毎の強み（知的資産）があるか？
 強みを適切に表す非財務指標（KPI）を抽出できるか？
 KPIと企業業績との因果関係をどの程度の確からしさで示すことができるか？
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